
平成3１年度 
（2019） 

牧野植物園 
開園60周年 

牧野富太郎記念館 
開館20周年 

第３期 

東京オリンピック・
パラリンピック 

平成27年度
（2015） 

第２期 

「リョーマの休日」 ～H29.2 志国高知 幕末維新博 
 ①H29.3-12 ②30.1-12 

■坂本龍馬記念館 
OPEN（2018.春） 

大政奉還150年 薩長同盟150年 明治維新150年 

■高知城歴史博物館 
OPEN（2017.3） 

   次期、観光キャンペーン 

トピックス 

観光 

五台山 
トピックス 

年度 

◇牧野植物園磨き上げ整備の進め方 

●基本構想策定   
  ・第一期（H28年11月） 
    ・第二期（H29年度前半） 

指定管理
期間 

◎第ニ期基本構想の実現（H32年夏まで） 
 東京オリンピック・パラリンピックまでの完成を目標とする整備 

県 
牧野財団 

 
検 討 
委員会 

 
 

 

整備スケ
ジュール 

・現状把握 
・ニーズ分析 
・広報強化 

磨き上げ 
リニュー

アル  

平成32年度 
（2020） 

平成30年度 
（2018） 

平成29年度 
（2017） 

平成28年度 
（2016） 

・ハード：施工 
・ソフト：機能追加 

・県職員アンケート 
・モニター調査   

・集客力向上に向けた取組み（観光へのプロモーション強化、バナー広告等の拡大、他の植物園との連携等）、Wi-fi 整備 

・検討委員、アドバイザーとの調整 

委託 
業務 

検討委員会運営補助 
・基本構想・計画案・図面作成等 

 
第
一
期
  

施
工 

準
備 

磨き上げ 
リニュー

アル  

竹林寺改修（～H30.4） 

・関係各課との協議 ・地元調整 ・磨き上げ整備 

・ハード：施工 
・ソフト：機能追加 

 
第
二
期
  

◎第一期基本構想の実現（H29～30年） 

 志国高知 幕末維新博、牧野植物園開園６０周年
を見据えた先行整備 

基本構想策定の進め方 資料３－１ 



 

○設置目的 ： 牧野植物園が目指す「世界に誇れる総合植物園」に磨き上げるための基本構想を策定していただく。 
○構成メンバー  ※別紙名簿のとおり 

 ■委員／植物園・観光・研究・産業振興・教育・報道・福祉・子育て・地元 ■アドバイザー／識見を有する者      （オブザーバ／高知市・県の関係各課） 
○検討委員会開催スケジュール（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
 

 
・高知県立牧野植物園（以下「牧野植物園」という。）は、昭和33年の開園以来、「研究」、「教育・普及」及び「憩いの場」を３本柱とする総合植物園として発展してきた。 
・一方、平成11年のリニューアルオープン後、17年が経過し、県全体の観光客が増加傾向にある中で、入園者数は開園50周年にあたる平成20 年度の年間20 万人を

ピークに減少傾向にあることから、県では、牧野富太郎博士が収集・作製した植物標本や植物画などの貴重なコレクションや立体的な地形を生かした植物園であるという、
牧野植物園の有するポテンシャルを最大限に引き出し、「世界に誇れる総合植物園」となるよう磨き上げを図るため、「牧野植物園磨き上げ整備基本構想」を策定する。 

 

「世界に誇れる総合植物園」 
 海外を含めた県内外の多くの方々にその魅力を知っていただくとともに、県を代表する観光施設として年間入園者数20万人以上を目指す。 
  H27年度：143,860人→H32年度（目標）：160,000人（磨き上げ整備なしの場合） 

３ 検討委員会の役割・進め方 

平成28年度 平成29年度 

２ 目指す姿 

基 
本 
構 
想 

策
定 

・現
状
・課
題    

・基
本
構
想
策
定
の
進
め
方 

第一回 
８月 

第三回 
１０月 

第四回 
２月 

第五回 
５～６月 

第二回 
９月 

 第一期構想  ◎早期に着手する整備 

 （H28年8月～12月） 
 
 
 
 

 

 第二期構想  ◎構想の策定に時間のかかる整備 

 （H28年8月～H29年9月） 
 
    

 
 
 
 
 

構想素案 

検 討 
委員会 

構想たたき台 磨き上げ 
対象の選定 

12 
月 

県
議
会 

構
想 

策
定 事

務
局 

整備計画素案  整備計画案  整備計画 
補正 
予算 

構
想 

策
定 

・現状 
・課題 

・植物園の機能向上 
・磨き上げ完成イメージ 
・先行整備の決定 

 
構想たたき台 

磨き上げ計画決定 
 

９ 
月 

県
議
会 

 
 
 

事
務
局 

磨き上げ 
イメージ図作成 

 整備計画素案 
 （用地取得、敷地分析等で策定に時間を要するもの） 

 
基本構想まとめ 

・植物園の機能・役割 
・磨き上げ完成図 
・事業費の概算 
・整備スケジュール等 

 

磨き上げ 
たたき台作成 

第一期構想の実現（H29～30年） 
第一期構想
整備に着手 

7～8月 
・地元説明会 
・パブリック 
  コメント 

２ 
月 

県
議
会 

 
 

当初 
予算 

 

スケジュー
ルにあわ
せて随時
予算化へ 
●実現目標 
H32夏まで 

先行整備計画 

補正 
予算 

先行
整備 
計買 

・植物園のあり方 
・磨き上げイメージ 

追加提案 追加提案 

基本構想策定の進め方 資料３－２ 

１ 事業の目的 

整備計画案 
 （構想実現に向けた整備計画の作成） 

構想 
最終まとめ 



基本構想策定の進め方 

 

検 

討 

テ 

ー 

マ 

 
 
１ 目的、現状把握、課題 
 
・これまでの取組 
・整備上の課題 

・園内視察（標本室、牧野文庫
及び展示館） 

 
２ 基本構想策定の進め方 
 
・牧野植物園が目指す姿 
・整備基本方針（コンセプト） 
・第一期・第二期構想の考え方 
 

３ 第一期構想の整備 
 
・整備対象事業等の検討 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
   
   
 
 

 

 
 
  

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
・６月県議会へ基本構想案報告 

 
 

・地元説明・パブリックコメント 
 （基本構想案（最終）） 

 
 

・９月県議会 
 
 
 

【第２回】H28年9月 【第３回】H28年10月 【第４回】H29年2月 【第５回】H29年5～6月 
【第１回】H28年8月 

 
 
 
 
 

第一期構想 

第二期構想 

●考え方：志国高知 幕末維新博、牧野植物園開園60周年を見据えた先行整備 

●考え方：東京オリンピック・パラリンピックまでの完成を目標とする整備 

目標：平成29,30年度の完成 

目標：平成32年夏までの完成 

＜ハード面＞ 
・牧野のお宝展示の再整備 
・夜間照明の整備 
・多くの家族連れが四季折々の植物を見渡せる憩いの場の創出 など 

＜ソフト面＞ 
・牧野のお宝の一般公開（わかりやすく、感動的に） 
・夜の植物園の企画・演出  ・オンリーワンの磨き上げ  
・プロモーション強化      ・園内ガイドの充実 など 

◎イベント開催予定 

・幕末末維新博との
コラボ展示（H29,30） 
・ミャンマー展（H30） 

・牧野富太郎賞の創
設（H29～） など 

＜ハード面＞ 
・観光資源としての磨き上げ（インバウンド対策等） 

・オフシーズン及び雨天時対策 ・アクセス面の改善（駐車場及び進入路の
狭隘等） ・南海トラフ地震対策（長江圃場の高台移転等） ・研究機能の見え
る化 ・体験学習機能を備えた園地の創出 など 

＜ソフト面＞ 
・総合植物園の機能向上 
・観光資源としての磨き上げ（インバウンド対策） など 
 
 

◆第一期構想 
◎構想たたき台への具体的
な意見をいただく。 
・磨き上げ完成イメージ 

・新たな魅力の創出、機能追加、
広報戦略等  

 
 

◆第二期構想 
◎磨き上げのイメージへの具
体的な意見をいただく。 
 
・総合植物園のあるべき姿 
 
 

 
 
 

（事務局）磨き上げイメージ図
を作成 

・12月県議会へ中間報告 
・先行整備を補正予算へ 

◆第二期構想 
◎磨き上げイメージ図への具
体的な意見をいただく。 
・三本柱の機能向上 
・磨き上げ完成イメージ 
・先行着手事業の選定 

 （Ｈ３２完成に向けた民有地取
得や土地造成等） 

 

 
 
 

◆第一期構想 
◎構想素案への具体的な意
見をいただく。 
 
 
 
  

 

◆第二期構想 
◎構想たたき台に対する具
体的な意見をいただく。 
・導入施設、ゾーニング、動線
計画 
・三本柱の機能向上の具体化 
・先行着手事業の選定 
 

 
 
 
 

 

12月県議会へ（補正予算） 

◆第一期構想 
◎整備の進捗状況の報告 

・磨き上げに向けたさらなる
提案 
 
 
  

 

（事務局）整備計画作成 

（事務局）予算化が必要な
事業は第二期構想へ 

・２月県議会へ中間報告 
・先行整備をＨ２９当初予算へ 

（事務局） 
第一期構想たたき台の作成へ （事務局）構想素案及び整備計  

        画を作成 

◎基本構想のまとめ  
 ・総合植物園の機能、役割 
 ・磨き上げ完成イメージ図 
 ・整備事業費の概算 
 ・整備スケジュール 
 ・整備手法 等 

＜三本柱＞ 
 ・研究 ・教育普及 ・憩いの場 

 

（事務局）構想素案作成へ 

基本構想策定 

資料３－３ 


